
取組の経緯、作成に向けた決意
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令和2年度
福祉専門職による個別計画作成
【避難行動要支援者】 年2回更新
・名簿掲載者：9,501人（令和3年1月末現在）
・情報提供同意者：1,532人
・個別避難計画作成希望者：1,289人

((課題山積))

支援者が
いない

どうやって
作成するの？

空欄が
目立つ

他事業
他システム
との連携

作成支援者
の負担大

令和3年度
１．優先度の考え方を整理
２．個別計画の作成プロセスを構築
３．リーダー育成手法の検討

令和4年度
１．令和3年作成プログラムの実行
２．福祉避難所直接避難の検討
３．作成ツール（デジタル版）

開発着手



取組のポイント（アピールポイント、力を入れた点、取組の重点など）
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名簿作成 情報開示の
同意

個別計画希
望調査

対象者の情
報収集

関係者へ招
集

個別計画作
成

（全体像を見える化）

リスク知る／情報活用／話し合う

検証／課題整理／新発見

リーダー研修会

モデル地区計画作成会

令和3年度

（計画づくりを実践）

優先度整理👇👇

作成プロセス👇👇

令和4年度
地域ケア会議計画作成会

（取組みやすい環境づくり）

タイムラインWEB

福祉事業所と避難所訓練

STEP３ マイタイムライン作成（イメージ）



令和４年度末時点での課題、結果
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個別避難計画作成そのもの
（課題）
・アナログ→デジタルへ変換は人力
・作成したデータの管理
・支援者の選定
・直接避難の壁（利用者優先）
直接避難の仕組み
（課題）
・公共施設（福祉避難所）で実施
（理由）
・コロナ感染蔓延予防
計画作成会開催（地域ケア会議）
（課題）
当事者や関係者の参加調整負担大

（理由）
行政側
・ケア会議に必ず担当のケアマネが参加す
るとは限らない。
・対象者にも別途通知が必要。
参加者
・担当する地域が広いため、いつもは参加
して
いない会議に参加が必要

・そもそも足を運ぶことが困難

個別避難計画の作成手順

避難行動要支援者名簿
（年2回更新）

個人情報開示
同意有

個人情報開示
同意無

計画
希望有

計画
希望無

サービス
利用あり

サービス
利用なし

関係者間
情報共有

アセスメントシート
＋α（不足要素）

外部へ業務委託

報酬支払

提出

（継続）
福祉避難所の受入訓練／タイムラインWEB



これから個別避難計画の作成に取り組む団体へのメッセージ
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福祉専門
職など

地域

協力者

【個別避難計画の作成主体】
令和2年度 令和3年度

令和4年度令和5年度

《避難行動要支援者の支援》

令和2年度と令和５年度の違いは？

情報の利活用がポイント
タイムライン／アセスメントシート／部局や関係者の情報連携

計画作成支援者と
計画上の支援者は、
別と考えるべし
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